
 

崎山先生の低線量被ばく学習会 
   一人ひとりは微力だが、集まって社会を変えよう！ 
 きらきら発電・あいコープ・放射線対策室 

いずみの三者共催による「低線量被ばくによ 

る健康被害」学習講演会が 6月 17日に開催 

され、会場のメデイアテーク７階シアターホ 

ールが参加者でいっぱいになりました。 

 講師崎山比早子先生は「放射線障害のメカ 

ニズム」を説明したあと、年間 20mSv帰還 

政策を批判し、原発事故損害賠償訴訟で国側 

に立つ学者(17名)が崎山先生を「国民の不安 

を増大し」「福島復興の阻害」者と指摘して 

いることを紹介。最後に「原発のない社会を 

築くのは個の力」「一人ひとりは微力でも、 

集まって社会を変えよう」と鼓舞しました。 

甲状腺がん基金に１１万円の寄付 

 会場で崎山先生が代表理事を務める「3・ 

11甲状腺がん子ども基金」への募金の訴え 

がなされ、11万 7千円を超える募金が寄せ 

られました。 

 

     年２２０万円計上の減価償却費が「基金」返済金に 

      今後 15年間 1年に 220万円の減価償却費が計上されます。「220万円×15年＝ 

     3,300万円」。これが会員・準会員が協力された基金の返済金として活用されます。 

     基金総額に 240万円不足ですが、240万円の黒字が 2015年度に生じています。 

      基金は 10年返済と 15年返済の２つあります。きらきら発電の役員会では、10年 

     を待たず、7年目あたりから返済を開始しようかと相談しています。 

      なお減価償却期間は国の法律で定められ、野立て太陽光は 17年、屋根太陽光は 15 

     年、フェンスは 10 年間という規定です。ただし減価償却固定資産税が発生します。 

参加者の感想文◎大変わかりやすい講義。17

名連名の御用学者に怖い思い。◎4年前にも講

演を聞いた。娘が甲状腺嚢胞で、心配。◎閾(し

きい)値がない、全くその通りだと思う。◎自

分の頭の中で整理できた。医療被ばくにも触

れてもらい、なるほどと思った。◎わかりやす

くて良かった。◎専門的部分は理解不能だっ

たが、大筋勉強になった。確信につながった。 

◎何事も自分で判断することが大切と感じ

た。◎6年以上経過し、ますます子どもへの対

応が難しくなっている。◎「一人ひとりは微力

でも」に共感。先生から勇気とエネルギーをも

らった。◎知らないうちに低線量被ばくで体

内が傷つけられていると知った。◎自治体や

学校の健診に甲状腺検査が組み込まれるとい

いなと思います。◎教会で被ばく者の声を伝

える朗読会を続けている。内部被ばく、勉強に

なった。◎ＩⅭＲＰの腐敗ぶりに驚いている。 

・もっと長い時間の講義にしてもよかった。 

・正しい知識に基づき、正しく恐れる。120年

先の復興を考えましょう(丸森住民)。 

・とても良い企画、ありがとうございます。 

・今後も仙台で生きていくうえで、真実を知る

ことの大切さを切に感じます。 

 

 

総
会
資
料
解
説 



民医労女性部６・２４ 

きらきら見学会 
 宮城民医労女性部主催のきらきら発電見学会が 6月 

24日(土)行われ、午前の水戸部理事長講演のあと、午 

後井戸浜発電所・もりの子発電所を見学しました。 

 午前の講演テーマは「再生可能エネルギーの取り組 

みと私たちの未来」。水戸部理事長は「原発も戦争もな 

い持続可能な社会の実現をめざし NPOを設立」と紹介 

し、「井戸浜 75kw、柳生 30kw、あゆみ 17kwと、100 

kwを超える発電能力を備え、これまでの累積で 18㍑ 

灯油缶 2900 個分のⅭO2 を削減」「今やエネルギーも食料と同じ、地産地消の時代」「水力・風

力・波力・地熱などあらゆる再生可能エネルギーを利用すれば、日本はエネルギー自立が可能で、

年間 20兆円を超える化石燃料の輸入をストップできる」と夢を語りました。 

 

                        

                                          

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                                            

 

 

 

 

住民に被ばくを強いるな 

富谷市民の会で学習会 
 放射性廃棄物の焼却灰処理を考える富谷市

民の会は 6月 14日学習会「放射能は低線量被

ばくでもなぜ危ないか」を開催。県議・市議 5

名を含む 39名が参加。講師はきらきら発電理

事長の水戸部秀利先生(若林クリニック所長)。 

「放射性物質に対するルールが福島原発事故

後、大きくねじ曲げられている。その原因が

放射性物質汚染対処特措法で、宮城県はその

特措法を根拠に汚染廃棄物の一斉焼却を進め

ようとしている」「いっせい焼却によって、広

範な市民が新たな被ばくを強いられる可能性

がある。」「低線量被ばくで晩発性障害が現れ

ることもある。避けられる被ばくは住民に強

いるべきではありません」と講演しました。 

 

 

 

若林健康友の会今泉焼却場見学 

 若林健康友の会は 6月 12日、放射能汚染

廃棄物が焼却されると心配という声をもと

に、若林クリニックの間近にある仙台市今

泉焼却場を見学。会員 15名が参加し、職員

から「ゴミピットに 1日 1回入り、クレー

ンの爪に引っ掛かるゴミを落とす。葛岡工

場で、ゴミピット内で火災を起こした経験

がある」などの問題点が紹介されました。 
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